
〔
博
土
論
文
要
旨
〕
「
十
五
年
戦
争
期
」
に
お
け
る
内
閣
情
報
機
構
と
対
内
情
報
宣
伝
政
策

卜
　
　
　
　
　
　
盾
蜆

士
丁
　
　
　
　
　
　
　
川

（145）

　
本
稿
の
主
題
は
、
「
十
五
年
戦
争
期
」
に
お
け
る
国
民
統
合
の
問
題
を
、

内
閣
情
報
機
構
の
形
成
過
程
と
情
報
宣
伝
政
策
の
実
行
過
程
と
い
う
二
つ

の
側
面
か
ら
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。
情
報
機
構
と
憎
報
宣
伝
政
策
と
の

相
互
の
関
連
性
に
注
目
す
る
の
は
、
従
来
の
言
論
政
策
研
究
が
持
つ
次
の

よ
う
な
陥
穿
に
対
し
て
代
替
的
な
見
解
を
提
出
し
よ
う
と
患
う
か
ら
で
あ

る
。
第
一
の
陥
奔
は
、
政
府
と
軍
部
の
関
係
を
政
治
力
学
的
に
分
折
せ
ず
、

「
十
五
年
戦
争
期
」
に
お
け
る
言
論
政
策
の
問
題
を
軍
部
フ
ァ
シ
ズ
ム
に

よ
る
言
論
弾
圧
に
局
限
化
し
て
し
ま
う
傾
向
で
あ
る
。
第
二
の
陥
穿
は
、

言
論
政
策
が
専
ら
支
配
階
級
の
統
制
下
に
あ
る
と
捉
え
る
視
点
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
者
の
立
場
で
は
、
戦
前
日
本
に
お
け
る
国
務
と
統
帥
の
関
係

を
説
明
で
き
な
い
し
、
ま
た
後
者
の
立
場
で
は
、
「
上
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ

ム
」
論
と
近
年
の
「
下
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
論
と
を
ト
ー
タ
ル
に
理
解

で
き
な
㌧

　
と
こ
ろ
で
一
般
に
、
言
論
政
策
は
積
極
的
な
方
法
と
消
極
的
な
方
法
と

に
大
別
で
き
る
。
積
極
的
な
方
法
（
勺
o
ω
；
毒
昌
易
ω
8
昌
ヨ
冒
一
8
－

ぎ
目
o
昌
2
）
と
は
、
政
策
の
決
定
遂
行
者
が
政
策
普
及
に
能
動
的
に

参
画
す
る
形
態
を
指
す
。
す
な
わ
ち
、
「
情
報
宣
伝
」
（
？
O
寒
O
q
彗
豊
）

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
消
極
的
な
方
法
（
z
晶
き
き
ヨ
団
窃
8
∋
－

冒
目
邑
8
二
昌
O
昌
ξ
）
と
は
、
「
言
論
統
制
」
と
い
わ
れ
る
形
態
、
す

な
わ
ち
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
統
制
で
あ
る
。
新
聞
、
雑
誌
や
放
送
な
ど
に

携
わ
る
諸
集
団
の
統
制
、
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
法
的
規
制
、
検
閲
や
指
導
、

資
材
統
制
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
「
満
洲
事
変
」
以
降
の
言
論
政
策
の
再
編
過
程
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が

「
積
極
的
な
情
報
宣
伝
の
拡
大
強
化
」
と
「
消
極
的
な
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア

統
制
に
お
け
る
コ
ン
ト
回
－
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
穗
密
化
」
と
い
う
二

本
柱
か
ら
な
る
強
力
な
国
家
情
報
機
構
の
構
築
と
統
合
と
を
図
る
も
の
だ

っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
十
五
年
戦
争
期
」
に
お
け
る

言
論
政
策
に
関
す
る
研
究
は
、
言
論
政
策
の
二
本
柱
の
一
方
で
あ
る
消
極

的
な
方
法
、
つ
ま
り
言
論
統
制
の
側
面
に
偏
重
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

本
稿
の
第
一
の
眼
目
は
、
「
十
五
年
戦
争
期
」
の
言
論
政
策
の
な
か
で
十
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分
な
注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
積
極
的
な
情
報
宣
伝
の
強
化
」
の

側
面
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
過
程
で
発
刊
さ
れ
、

日
中
戦
争
お
よ
ぴ
太
平
洋
戦
争
遂
行
の
一
翼
を
担
っ
た
政
府
の
広
報
誌

『
週
報
』
を
対
内
情
報
宣
伝
政
策
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
考
察
す

る
。
つ
ま
り
本
稿
は
、
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
形
成
期
に
お
け
る
内
閣
情
報
機

構
を
中
心
に
、
国
内
の
情
報
宣
伝
政
策
の
実
態
を
実
証
的
に
解
明
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
第
二
の
眼
目
は
、
情
報
機
構
の
分
析
に
あ
る
。
こ
の
点
で
も
、

従
来
の
研
究
は
十
分
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
「
十
五
年
戦
争
期
」
の

言
論
政
策
の
特
徴
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
政
策
執
行
機
関
の
性
格
を
正

し
く
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
情
報
機
構
の
分
析
は
言
論
政
策
の

全
体
像
を
つ
か
む
一
方
の
鍵
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
情
報
機
構
形
成
の

背
景
と
過
程
、
機
構
の
構
成
員
と
政
策
立
案
者
の
思
考
様
式
、
お
よ
ぴ
政

策
施
行
の
方
法
と
対
象
な
ど
、
戦
前
日
本
の
言
論
環
境
の
性
格
を
特
徴
づ

け
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。
そ
の
際
、
軍
部
の
政
治
介
入
と
い
う
問
題
を

行
政
機
構
の
拡
大
の
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
。

　
こ
の
二
点
を
主
軸
に
し
て
｛
本
稿
で
は
、
内
閣
情
報
機
構
の
形
成
過
程
、

そ
の
機
能
お
よ
び
活
動
の
実
態
を
研
究
対
象
と
す
る
。
な
お
、
本
稿
は
二

部
か
ら
構
成
さ
れ
、
第
－
部
は
情
報
機
構
の
形
成
過
程
の
分
析
に
、
ま
た

第
－
部
は
情
報
宣
伝
（
～
o
温
o
q
昌
臣
）
政
策
の
実
行
過
程
の
分
析
に
、

そ
れ
ぞ
れ
当
た
る
。

第
－
部

　
こ
こ
で
は
、
情
報
機
構
成
立
過
程
を
四
章
構
成
で
論
じ
る
。
つ
ま
り
、

内
閣
情
報
機
構
設
置
ま
で
の
背
景
お
よ
び
機
構
の
整
備
・
強
化
の
過
程
、

構
成
と
組
織
、
さ
ら
に
政
策
な
ど
を
探
る
作
業
を
通
し
て
、
情
報
宣
伝
の

方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
内
閣
情
報
機
構
は
、
「
内
閣
情
報
委
員
会
」

「
内
閣
情
報
部
」
「
内
閣
情
報
局
」
と
組
織
を
拡
大
・
強
化
し
な
が
ら
、
一

九
三
六
年
七
月
一
日
か
ら
一
九
四
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
存
続
し
た
。

こ
の
時
期
は
「
満
州
事
変
」
期
、
日
中
戦
争
期
、
太
平
洋
戦
争
期
と
ほ
ぽ

一
致
す
る
。

　
第
一
章
に
お
い
て
は
、
「
満
州
事
変
」
期
に
お
け
る
情
報
機
構
の
形
成

と
設
置
を
め
ぐ
る
外
務
省
と
軍
部
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。
す
な
わ
ち
、

情
報
機
構
の
前
史
と
し
て
「
惰
報
委
員
会
」
が
成
立
す
る
背
景
、
国
内
お

よ
び
国
際
的
な
政
治
的
要
因
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
軍

部
の
動
き
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
日
本
に
お
け
る
情
報
機
関
は
、
一
九
二
一
年
八
月
十
三
日
付
の
官
制
公

布
に
よ
り
外
務
省
内
に
情
報
部
が
設
置
さ
れ
た
時
点
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ

は
、
直
接
的
に
は
、
第
一
次
大
戦
中
の
対
外
宣
伝
戦
に
お
け
る
劣
勢
へ
の

反
省
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ウ
た
が
、
国
内
的
に
は
、
「
東
亜
」
の
外
交
面

に
お
い
て
外
務
省
が
軍
部
に
よ
ウ
て
抑
え
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

に
よ
る
。
陸
軍
省
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
な
ど
で
世
論
指
導
の
必
要
性
が
あ

っ
た
た
め
、
外
務
省
よ
り
一
歩
先
に
新
聞
班
（
一
九
一
九
）
を
設
置
し
た
。

そ
の
後
、
一
九
二
〇
年
代
半
ぱ
か
ら
軍
部
の
戦
略
計
画
の
基
調
と
し
て
登

場
し
、
さ
ら
に
陸
軍
省
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
国
防
の
本
義
と
某
強
化
の
提

唱
』
（
一
九
三
四
）
の
な
か
で
「
宣
伝
省
」
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
る
。

し
か
し
、
政
府
・
軍
部
が
本
格
的
な
憎
報
宣
伝
機
関
設
置
に
着
手
す
る
契

機
に
な
っ
た
の
は
、
「
満
州
事
変
」
で
あ
っ
た
。
「
非
常
時
日
本
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
下
、
一
九
三
二
年
五
月
に
「
時
局
同
志
会
」
が
発
足
す
る
。
そ

の
討
議
の
過
程
で
鈴
木
貞
一
陸
軍
省
中
佐
か
ら
「
対
内
外
宣
伝
委
員
会

634
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案
」
が
提
出
さ
れ
、
基
本
的
に
こ
の
案
に
沿
っ
て
情
報
宣
伝
機
関
の
設
置

作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
一
九
三
二
年
九
月
十
日
、
外
務
省
内
に
「
各
省
申

し
合
わ
せ
」
に
よ
る
「
情
報
委
員
会
」
が
成
立
す
る
。

　
「
情
報
委
員
会
」
は
、
「
宣
伝
方
針
及
要
領
」
で
、
対
米
宣
伝
を
中
心
と

し
た
対
外
宣
伝
に
重
点
を
置
く
こ
と
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
ま
た

「
対
内
世
論
指
導
計
画
」
で
は
、
知
識
人
、
特
に
世
論
指
導
層
に
対
す
る

啓
発
宣
伝
を
決
定
し
た
。
だ
が
、
日
本
の
国
際
連
盟
脱
退
を
機
に
、
世
論

指
導
方
針
は
専
ら
国
内
に
重
点
が
お
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
外
務
省
は
、
白
鳥
敏
夫
情
報
部
長
を
中
心
に
外
交
政
策
の
一
元
化

を
図
る
政
策
統
合
機
関
を
構
想
し
、
「
外
交
参
謀
本
部
」
的
な
機
構
と
し

て
「
調
査
部
」
が
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
「
情
報
委
員
会
」
は
、
外
務

省
関
係
者
が
当
初
予
期
し
て
い
た
意
見
調
整
と
い
う
役
割
を
越
え
、
軍
部

主
導
で
国
策
の
二
兀
化
機
構
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
軍

部
に
よ
る
政
治
へ
の
介
入
を
促
進
し
、
結
果
的
に
言
論
政
策
に
参
画
す
る

下
地
を
作
る
基
盤
に
な
っ
て
い
く
。

　
第
二
章
に
お
い
て
は
、
「
満
州
事
変
」
期
に
お
け
る
宣
伝
戦
の
対
応
策

と
し
て
内
閣
情
報
委
員
会
が
組
織
さ
れ
て
い
く
過
程
を
考
察
す
る
。
な
か

で
も
、
国
策
通
信
社
設
置
を
め
ぐ
る
外
務
省
と
陸
軍
省
と
の
角
逐
、
そ
し

て
憎
報
宣
伝
機
構
の
形
成
過
程
に
お
け
る
内
閣
へ
の
軍
部
進
出
の
パ
タ
ー

ン
を
中
心
的
に
扱
う
。
さ
ら
に
ま
た
、
そ
の
過
程
で
内
閣
情
報
委
員
会
が

言
論
政
策
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
外
務
省
情
報
部
設
置
時
点
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
ナ
シ
目
ナ
ル
・
ニ
ュ

ー
ス
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
問
題
が
、
「
情
報
委
員
会
」
の
本
格
的
な
最

初
の
任
務
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
新
聞
連
合
社
と
電
報
通
信
社
と
の
合

併
問
題
で
あ
る
。
一
九
三
二
年
十
二
月
、
「
情
報
委
員
会
」
は
基
本
方
針

を
決
定
す
る
。
当
事
者
双
方
と
の
説
得
交
渉
、
財
源
調
達
、
新
聞
界
か
ら

の
反
発
な
ど
の
課
題
を
解
決
し
て
、
一
九
三
五
年
五
月
三
十
一
日
に
社
団

法
人
「
同
盟
通
信
社
」
が
設
立
さ
れ
る
。
し
か
し
、
同
盟
通
信
社
の
成
立

以
後
に
も
、
主
導
権
を
め
ぐ
る
外
務
省
と
陸
軍
省
の
駆
引
き
が
存
在
し
て

い
た
。
そ
れ
が
顕
著
に
現
れ
る
の
は
「
同
盟
通
信
社
」
へ
の
助
成
金
の
管

理
監
督
の
問
題
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
同
盟
通
信
社
に
対
し
従
来
の
影
響

カ
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
外
務
省
と
、
そ
れ
を
切
り
離
そ
う
と
す
る
陸
軍

省
と
の
政
策
的
対
立
で
あ
る
。
こ
の
過
程
で
、
一
九
三
二
年
に
す
で
に
提

示
さ
れ
て
い
た
陸
軍
省
案
に
近
い
情
報
機
構
設
置
の
問
題
が
浮
上
し
、
結

局
、
外
務
省
の
強
い
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
同
盟
通
信
社
の
助
成
・
監
督

機
関
と
し
て
「
情
報
委
員
会
」
は
官
制
化
さ
れ
る
。
各
省
の
思
惑
が
軍
部

の
発
言
権
を
増
大
さ
せ
る
と
い
う
帰
結
を
も
た
ら
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
動
き
に
対
し
外
務
省
は
再
び
「
外
務
省
機
構
改
正
委
員
会
」
を

設
置
し
て
機
構
改
革
を
図
る
が
、
「
政
務
総
局
」
「
情
報
局
」
と
い
う
理
想

案
に
終
わ
っ
た
。

　
同
盟
通
信
社
の
設
置
は
、
日
本
の
通
信
業
務
の
国
際
的
な
独
立
と
い
う

意
味
が
あ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
の
機
構
改
革
は
、
情
報
宣
伝
機
構

へ
の
軍
部
の
進
出
を
促
進
し
て
い
づ
た
。
内
閣
情
報
委
員
会
は
一
九
三
六

年
七
月
か
ら
一
九
三
七
年
九
月
ま
で
存
続
す
る
が
、
人
員
の
各
省
別
分
布

を
調
ぺ
て
み
る
と
、
軍
都
が
実
質
的
に
占
め
て
い
た
勢
力
は
三
割
か
ら
四

割
に
達
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
内
閣
情
報
委
員
会
は
各
省
庁
情

報
に
関
す
る
「
連
絡
調
整
ヲ
掌
ル
」
機
関
に
留
ま
ら
ず
、
言
論
政
策
立
案

機
関
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
第
三
章
に
お
い
て
は
、
日
中
戦
争
勃
発
前
後
の
政
治
的
状
況
と
、
内
閣

情
報
機
構
の
拡
大
・
強
化
の
過
程
を
考
察
す
る
。
こ
の
時
期
、
情
報
機
構

635



一橋論叢 第114巻第3号 平成7年（1995年）9月号　（148）

の
再
編
成
が
行
わ
れ
、
事
態
収
拾
の
政
策
が
展
開
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
つ

と
し
て
国
民
精
神
総
動
員
運
動
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
精
動
運
動
と
内
閣

情
報
部
と
の
関
係
を
、
内
閣
情
報
部
の
構
成
と
業
務
の
側
面
か
ら
論
ず
る
。

　
　
一
九
三
七
年
七
月
に
勃
発
し
た
日
中
戦
争
の
長
期
化
は
国
内
総
力
戦
体

制
を
促
し
、
こ
の
過
程
で
内
閣
情
報
委
員
会
は
、
一
九
三
七
年
九
月
に
内

閣
惰
報
部
へ
と
昇
格
的
に
改
組
さ
れ
る
。
そ
の
改
組
は
陸
軍
省
・
海
軍
省

の
主
務
者
協
定
に
よ
る
措
置
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
相
前
後
し
て
資
源
局
で

は
、
「
情
報
宣
伝
二
関
ス
ル
実
施
計
画
要
項
（
案
）
」
（
一
九
三
七
・
五
・

二
〇
）
お
よ
ぴ
「
第
三
次
期
閻
計
画
・
情
報
宣
伝
に
関
す
る
計
画
要
項
」

（
一
九
三
七
・
八
・
一
）
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
内
閣
憎
報
部

と
離
れ
た
と
こ
ろ
で
別
の
情
報
宣
伝
機
関
の
構
想
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

を
物
語
る
。

　
日
中
戦
争
が
進
展
し
て
い
く
な
か
、
軍
部
に
対
し
統
制
力
を
回
復
し
よ

う
と
し
た
第
一
次
近
衛
内
閣
は
、
首
相
を
構
成
員
と
す
る
「
大
本
営
」
設

置
を
試
み
る
。
こ
れ
に
対
し
て
陸
軍
側
は
首
相
を
構
成
員
と
し
な
い
「
大

本
営
政
府
連
絡
会
議
」
を
提
案
し
、
そ
の
陸
軍
案
が
採
択
さ
れ
る
。
大
本

営
設
置
（
一
九
三
七
・
一
丁
二
〇
）
に
よ
り
、
大
本
営
陸
・
海
軍
報
道

部
が
設
置
さ
れ
、
「
軍
令
・
作
戦
に
関
す
る
報
道
・
コ
ン
ト
回
ー
ル
」
業

務
を
掌
握
す
る
こ
と
に
な
る
。
内
閣
情
報
部
に
お
い
て
軍
部
は
、
従
来
通

り
三
割
前
後
の
人
員
を
占
め
「
思
想
戦
に
対
す
る
研
究
調
査
」
の
執
務
を

握
る
。

　
内
閣
情
報
部
の
特
色
は
、
「
連
絡
調
整
」
以
外
に
「
各
庁
二
属
セ
ザ
ル

情
報
蒐
集
、
報
道
及
啓
発
宣
伝
」
の
事
務
が
加
わ
り
部
分
的
な
が
ら
独
自

の
情
報
宣
伝
実
施
機
関
と
な
っ
た
こ
と
、
文
武
官
を
問
わ
ず
横
断
的
な
人

－
材
を
情
報
官
に
任
命
し
全
体
会
議
制
を
採
用
し
た
こ
と
、
任
用
自
由
の
参

与
制
度
を
導
入
し
新
聞
通
信
放
送
界
、
出
版
界
、
演
劇
界
、
学
識
経
験
者

な
ど
民
間
人
を
起
用
し
た
こ
と
で
あ
る
。
内
閣
情
報
部
は
一
九
四
〇
年
十

二
月
ま
で
存
続
す
る
が
、
部
長
は
閣
議
参
加
の
資
格
は
な
く
、
言
論
機
関

に
対
す
る
指
揮
・
監
督
権
も
持
た
な
か
っ
た
た
め
、
言
論
政
策
は
各
省
が

管
轄
業
務
を
実
行
し
た
。
ま
た
、
強
力
な
実
行
組
織
を
有
す
る
陸
・
海
軍

省
、
内
務
省
、
外
務
省
の
報
道
機
関
が
対
立
し
て
い
た
た
め
、
言
論
政
策

の
統
一
保
持
L
⊥
の
困
難
が
し
ば
し
ぱ
生
じ
た
。

　
第
四
章
に
お
い
て
は
、
戦
争
体
制
の
完
結
と
し
て
の
完
全
統
合
的
な
情

報
機
構
の
拡
大
・
整
傭
の
過
程
を
考
察
す
る
。
こ
の
過
程
で
設
置
さ
れ
た

内
閣
情
報
局
は
列
国
に
劣
ら
ぬ
宣
伝
戦
を
繰
り
広
げ
た
の
み
な
ら
ず
、
対

内
宣
伝
政
策
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の
内
閣
情
報
局
の
設
置

は
政
府
と
軍
部
双
方
に
と
っ
て
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う

な
機
構
整
備
は
太
平
洋
戦
争
を
予
期
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
側

面
・
か
ら
、
内
閣
情
報
局
の
組
織
お
よ
び
活
動
を
分
析
す
る
。

　
　
一
九
四
〇
年
、
新
体
制
構
想
を
携
え
て
登
場
し
た
第
二
次
近
衛
内
閣
は
、

軍
部
を
抑
え
つ
つ
政
権
を
掌
握
し
よ
う
と
目
論
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
政

局
の
急
転
の
な
か
で
近
衛
の
構
想
は
大
幅
な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

く
。
軍
部
の
勢
力
拡
大
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
近
衛
は
、
そ
の
「
先

手
」
論
に
よ
り
軍
部
に
対
し
て
先
制
し
よ
う
と
し
た
が
、
軍
部
の
勢
力
拡

大
を
促
進
す
る
と
い
う
皮
肉
な
結
果
を
招
い
た
。
同
時
に
第
二
次
近
衛
内

閣
は
、
情
報
機
構
の
拡
大
お
よ
ぴ
二
兀
化
の
構
想
を
具
体
化
さ
せ
て
い
く
。

　
一
九
四
〇
年
十
二
月
六
日
の
「
内
閣
情
報
局
」
の
設
置
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
情
報
局
設
置
へ
の
直
接
的
な
ス
テ
ッ
プ
は
、
一
九
三
八
年
六
月
に
作
成

さ
れ
た
情
報
部
情
報
委
員
会
四
案
、
清
水
盛
明
陸
軍
中
佐
案
、
陸
軍
省
軍

・
務
局
案
の
計
六
つ
の
案
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
案
は
内
閣
情
報
機
構
の
最
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適
な
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
作
成
の
た
め
に
、
相
互
に
補
足
す
る
形
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
六
案
は
、
情
報
局
総
裁
の
権
限
、
組
織
構
成
、
各
省
か
ら

の
移
管
業
務
な
ど
の
面
で
、
後
の
憎
報
局
官
制
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
た
。
し
か
し
、
総
裁
の
権
限
が
企
画
院
総
裁
を
モ
デ
ル
に
し
て
い
る
点
、

「
宣
伝
省
（
仮
称
）
」
と
い
う
名
称
を
用
い
て
い
る
点
、
「
満
州
及
び
支
那

の
出
先
機
関
は
軍
の
機
関
の
二
味
一
体
制
に
依
る
」
と
し
て
い
る
点
な
ど
、

軍
部
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
一
九
四
〇
年
七
月
、

近
衛
の
組
閣
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
企
画
院
に
よ
り
「
情
報
宣
伝
ノ
拡
充
強

化
方
策
」
（
一
九
四
〇
・
七
・
二
七
）
が
作
成
さ
れ
る
。

　
情
報
局
設
置
に
当
た
っ
て
、
外
務
省
か
ら
関
連
業
務
の
ほ
と
ん
ど
が
憎

報
局
に
移
管
さ
れ
た
た
め
、
外
務
省
情
報
部
は
廃
止
さ
れ
る
。
こ
れ
を
も

っ
て
、
情
報
機
構
を
め
ぐ
る
外
務
省
と
軍
部
の
覇
権
争
い
に
は
終
止
符
が

打
た
れ
た
が
、
各
省
か
ら
の
情
報
関
係
業
務
の
移
管
に
は
、
各
省
の
セ
ク

シ
目
ナ
リ
ズ
ム
が
少
な
か
ら
ず
露
呈
さ
れ
た
。
ま
ず
、
内
務
省
が
検
閲
権

は
警
察
権
の
一
部
で
あ
る
と
移
管
を
許
否
し
た
た
め
、
兼
官
制
度
を
導
入

し
警
保
局
の
検
閲
課
員
が
情
報
局
憎
報
官
と
し
て
兼
任
す
る
こ
と
に
な
っ
．

た
。
こ
れ
は
検
閲
業
務
を
め
ぐ
る
職
権
の
問
題
で
あ
ウ
て
、
内
閣
に
お
け

る
覇
権
争
い
で
は
な
か
ウ
た
。
ま
た
、
情
報
局
と
大
本
営
と
の
聞
に
は
、

報
道
宣
伝
業
務
上
の
摩
擦
が
続
発
す
る
。
大
本
営
陸
・
海
軍
報
道
部
の
活

動
は
軍
事
関
係
の
報
道
宣
伝
以
外
に
わ
た
る
も
の
が
多
く
、
情
報
局
の
事

務
権
限
と
重
複
す
る
も
の
が
生
じ
た
。
情
報
局
に
お
い
て
「
報
道
、
啓
発

及
宣
伝
（
対
敵
ヲ
含
ム
）
機
能
ノ
刷
新
二
関
ス
ル
件
」
（
一
九
四
二
・
一

一
二
七
）
を
閣
議
決
定
す
る
が
、
改
善
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
情

報
局
機
構
改
正
を
行
い
、
総
裁
官
房
審
議
室
を
新
設
す
る
（
一
九
聖
二
・

四
・
一
）
。
蕃
議
室
の
任
務
は
「
基
本
事
項
ノ
企
画
審
議
及
大
本
営
ト
ノ

連
絡
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
閣
議
決
定
事
項
お
よ
び
審
議
室
強
化
策

な
ど
の
動
向
を
見
て
も
、
大
本
営
と
の
問
題
点
が
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。

　
情
報
局
の
行
政
上
の
地
位
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
補
助
機
関
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
政
治
上
の
地
位
と
し
て
は
、
情
報
局
総
裁
は
政
府
の
ス
ポ
ー
ク

ス
マ
ン
と
し
て
発
表
事
務
に
当
る
こ
と
、
四
長
官
会
議
に
出
席
し
て
立

案
・
協
議
に
参
画
す
る
こ
と
、
閣
議
に
出
席
し
て
情
報
を
伝
達
す
る
こ
と
、

施
策
の
審
議
に
お
い
て
啓
発
宣
伝
上
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
な
ど
を
行
っ

た
。
憎
報
局
総
裁
は
、
小
磯
内
閣
（
一
九
四
四
・
七
・
二
二
）
か
ら
国
務

大
臣
と
兼
任
に
な
り
、
国
務
の
最
高
会
議
で
あ
る
大
本
営
政
府
連
絡
会
議

（
最
高
戦
争
指
導
会
議
）
に
参
加
す
る
資
格
を
有
し
た
。
こ
れ
は
、
決
戦

時
の
世
論
指
導
の
強
化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
は
情
報

局
の
地
位
強
化
に
つ
な
が
っ
た
。

　
情
報
局
の
特
色
と
し
て
は
、
部
局
制
を
導
入
し
た
点
、
事
務
統
合
に
よ

っ
て
言
論
政
策
の
立
案
・
決
定
が
統
合
さ
れ
た
点
、
戦
時
に
お
い
て
も
総

裁
の
座
が
最
後
ま
で
文
官
に
よ
っ
て
堅
持
さ
れ
た
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
情
報
局
設
置
に
と
も
な
い
現
役
軍
人
が
内
閣
に
大
幅
に
進
出
し
、

五
部
中
二
部
長
、
十
七
課
中
五
課
長
が
武
官
出
身
で
占
め
ら
れ
、
新
聞
・

出
版
・
放
送
・
用
紙
割
当
お
よ
ぴ
啓
発
宣
伝
企
画
に
至
る
ま
で
、
言
論
統

制
の
要
の
部
分
は
軍
人
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
た
。

第
1
1
部

　
こ
こ
で
は
、
「
十
五
年
戦
争
期
」
に
お
け
る
日
本
の
言
論
政
策
の
な
か

で
、
「
積
極
的
な
情
報
宣
伝
の
拡
大
強
化
」
の
過
程
で
発
刊
さ
れ
、
日
中

戦
争
お
よ
び
太
平
洋
戦
争
遂
行
の
一
翼
を
担
っ
た
政
府
の
広
報
誌
『
週
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報
』
を
中
心
と
し
た
対
内
情
報
宣
伝
政
策
を
考
察
す
る
。
つ
ま
り
、
日
本

フ
ァ
シ
ズ
ム
形
成
期
に
お
け
る
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
目
ン
政
策
の
決

定
機
関
で
あ
っ
た
内
閣
情
報
機
構
を
中
心
に
、
国
内
の
情
報
宣
伝
政
策
の

実
態
を
解
明
す
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。

　
第
；
阜
に
お
い
て
は
、
内
閣
情
報
機
構
の
惜
報
宣
伝
政
策
の
傾
向
、
情

報
機
構
に
お
け
る
力
関
係
が
『
週
報
」
に
反
映
さ
れ
た
問
題
、
そ
し
て
情

報
宣
伝
政
策
と
『
週
報
』
の
利
用
状
況
な
ど
を
検
討
す
る
。
第
－
部
と
第

皿
部
と
の
関
連
を
論
じ
る
こ
と
が
こ
の
章
の
目
的
で
あ
る
。

　
「
十
五
年
戦
争
期
」
の
な
か
で
情
報
機
構
の
組
織
は
変
遷
し
て
い
ウ
た

が
、
対
内
世
論
指
導
と
い
う
方
針
は
一
貫
し
た
情
報
宣
伝
政
策
だ
っ
た
と

い
え
る
。
日
本
の
政
府
・
軍
部
は
多
面
的
な
言
論
政
策
を
展
開
し
国
民
の

思
想
統
合
を
図
っ
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
定
期
的
か
つ
長
期
に
わ
た
り
組

織
的
に
展
開
さ
れ
た
プ
回
バ
ガ
ン
ダ
と
し
て
『
週
報
』
は
唯
一
代
表
的
な

も
の
で
あ
っ
た
。

　
政
府
広
報
誌
の
発
行
に
は
、
「
挙
国
一
致
」
の
必
要
上
、
軍
部
と
政
府

の
摩
擦
を
回
避
す
る
こ
と
が
第
一
に
要
請
さ
れ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、

内
閣
情
報
機
構
内
で
顕
在
化
し
て
い
た
政
府
と
軍
部
と
の
覇
権
争
い
が

『
週
報
』
の
執
筆
状
況
に
如
実
に
現
わ
れ
て
い
る
。
外
務
省
の
執
筆
は
、

内
閣
情
報
委
員
会
お
よ
ぴ
内
閣
情
報
部
時
代
に
最
も
多
く
、
情
報
局
時
代

に
は
外
務
省
情
報
部
の
廃
止
と
と
も
に
激
減
す
る
。
一
方
、
軍
部
の
執
筆

総
計
は
全
時
代
を
通
し
て
一
番
多
い
。
そ
の
意
味
で
、
『
週
報
』
は
内
閣

情
報
機
構
に
お
け
る
言
論
政
策
主
体
の
パ
ワ
ー
・
ゲ
ー
ム
の
舞
台
だ
ウ
た

と
い
え
る
。

　
第
二
章
に
お
い
て
は
、
広
報
誌
刊
行
の
背
景
と
し
て
当
時
の
思
想
戦
の

状
況
、
知
識
人
に
対
す
る
当
局
の
政
策
や
出
版
界
の
動
向
な
ど
を
検
討
し

た
上
で
、
広
報
誌
の
創
刊
目
的
お
よ
び
編
集
方
針
を
考
察
す
る
。
つ
ま
り
、

そ
れ
は
、
政
府
の
情
報
宣
伝
政
策
と
し
て
の
広
報
誌
発
刊
の
意
図
を
明
ら

か
に
す
る
作
業
で
あ
る
。

　
「
満
州
事
変
」
以
後
、
思
想
弾
圧
の
対
象
は
次
第
に
宗
教
や
自
由
主
義
、

民
主
主
義
思
想
へ
と
移
行
し
て
ゆ
く
。
「
情
報
委
員
会
」
の
「
対
内
世
論

指
導
」
の
趣
旨
は
、
「
知
識
階
級
特
二
要
路
二
仕
ル
モ
ノ
並
世
論
指
導
階

級
ノ
啓
発
二
努
カ
シ
其
責
任
ヲ
自
覚
活
躍
セ
シ
ム
ル
」
こ
と
で
あ
ウ
た
。

こ
の
知
識
人
対
策
が
具
体
化
さ
れ
た
の
が
、
陸
軍
省
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
国

防
の
本
義
と
其
強
化
の
提
喝
』
（
一
九
三
四
・
一
〇
・
一
〇
）
で
あ
っ
た
。

以
後
、
「
対
内
愚
想
戦
」
は
「
十
五
年
戦
争
期
」
を
通
し
て
「
外
国
思
想
」

を
「
蔓
除
」
す
る
と
い
う
方
針
の
下
に
実
施
さ
れ
る
。
「
対
内
思
想
戦
」

と
し
て
展
開
さ
れ
た
言
論
政
策
に
お
い
て
も
積
極
的
な
方
法
と
消
極
的
な

方
法
と
が
並
行
し
て
行
わ
れ
る
が
、
「
対
内
思
想
戦
」
に
お
け
る
積
極
的

塗
言
論
政
策
の
担
い
手
が
『
週
報
』
（
一
九
三
六
・
一
〇
・
一
四
発
刊
）

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
満
州
事
変
」
期
に
は
、
陸
軍
省
パ
ン
フ
レ
ソ
ト
の
影
響
を
受
け
、
民

間
出
版
界
で
も
時
事
問
題
を
解
説
し
た
「
十
銭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
が
急
増

し
た
。
当
局
は
、
こ
の
民
間
パ
ン
フ
レ
ヅ
ト
の
盛
況
に
注
目
し
、
「
所
謂

十
銭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
に
関
す
る
調
査
を
始
め
る
。
迅
速
な
報
道
を
手
軽

に
求
め
る
知
識
人
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
点
、
報
道
内
容
、
価
格
の
面
で
新
聞

と
総
合
雑
誌
と
の
中
間
的
で
あ
ウ
た
点
、
販
売
網
が
駅
や
街
頭
の
ス
タ
ン

ド
で
あ
う
た
点
、
セ
ン
セ
ー
シ
目
ナ
ル
な
時
局
問
題
を
扱
ウ
た
点
な
ど
、

民
間
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
成
功
四
点
を
全
て
導
入
す
る
形
で
『
週
報
』
が
発

刊
さ
れ
る
。
こ
の
調
査
は
『
週
報
』
発
刊
の
三
カ
月
前
に
行
わ
れ
た
。

　
一
九
三
六
年
ま
で
急
増
し
た
民
間
パ
ン
フ
レ
ソ
ト
は
『
週
報
』
の
発
刊
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後
、
急
速
に
減
少
し
て
い
っ
た
。
内
務
省
当
局
は
「
十
銭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
特
徴
と
し
た
時
事
解
説
が
『
週
報
』
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
」
と
見
な

し
た
が
、
そ
の
背
景
に
言
論
統
制
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
『
週
報
」
が
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
界
近
来
ヒ
ッ

ト
と
云
っ
て
い
い
」
ほ
ど
少
な
・
か
ら
ぬ
知
識
人
に
「
愛
読
」
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
、
「
積
極
的
な
恩
想
統
制
」
と
い
う
側
面
に
お
い
て
、

当
局
の
方
針
が
成
功
を
お
さ
め
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
第
三
章
に
お
い
て
は
、
政
府
の
機
関
誌
の
普
及
戦
略
に
お
け
る
広
告
、

販
売
網
、
発
行
部
数
、
そ
し
て
読
者
層
を
分
析
す
る
。
当
局
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
は
言
論
統
制
の
側
面
も
潜
ん
で
い
た
こ
と
を
証

明
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
角
度
か
ら
考
察
す
る
。

　
『
週
報
』
の
販
売
策
は
多
方
面
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
『
東
京
朝
日
』

『
東
京
日
日
』
『
読
売
新
聞
』
が
毎
週
発
刊
日
に
交
替
で
広
告
を
掲
載
し
て

い
る
。
そ
の
他
に
、
ラ
ジ
オ
広
告
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
利
用
さ
れ
た
。
販

売
ル
ー
ト
と
し
て
は
民
間
販
売
網
が
利
用
さ
れ
る
一
方
、
「
官
報
販
売
所
」

が
利
用
さ
れ
た
。
後
に
官
報
販
売
所
の
組
織
化
が
図
ら
れ
、
一
九
四
二
年

に
は
七
千
に
近
い
売
店
で
『
週
報
』
が
販
売
さ
れ
た
。

　
当
初
は
專
ら
官
庁
方
面
に
配
布
さ
れ
た
が
、
次
第
に
発
行
部
数
が
増
え
、

一
九
四
一
年
に
お
い
て
は
毎
号
八
十
万
部
・
か
ら
百
万
部
が
発
行
さ
れ
た
。

用
紙
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
く
戦
時
下
、
『
週
報
』
の
み
が
着
実
に
部
数

を
増
や
し
、
太
平
洋
戦
争
中
に
は
百
五
十
万
部
か
ら
二
百
万
部
ま
で
発
行

さ
れ
た
。
『
週
報
』
の
読
者
層
と
し
て
は
、
当
局
の
狙
い
通
り
、
知
識
人

に
多
く
読
ま
れ
た
。
一
九
四
〇
年
に
は
新
体
制
運
動
に
と
も
な
い
下
部
組

織
の
長
ま
で
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
太
平
洋
戦
争
下
に
お
い
て
は
「
回

覧
版
」
に
ま
わ
さ
れ
、
一
般
民
衆
に
ま
で
普
及
さ
れ
た
。

　
第
四
章
に
お
い
て
は
、
『
週
報
』
の
内
容
分
析
に
焦
点
を
置
き
、
編
集

の
特
徴
、
民
間
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
の
論
調
の
比
較
、
そ
し
て
誌
面
構
成

に
お
け
る
各
論
点
を
分
析
す
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
は
、
「
十
五
年
戦
争
期
」

の
日
本
に
お
け
る
プ
ロ
バ
ガ
ン
ダ
の
真
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
で

あ
る
。

　
『
週
報
』
で
は
「
国
策
に
そ
っ
た
指
導
的
」
．
内
容
が
「
一
部
指
導
者
向

き
記
事
」
を
中
心
に
編
集
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
な
か
で
も
「
国
際
時
事

解
説
欄
」
を
常
設
し
た
こ
と
が
注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
は
、
国
内
の
危
機

を
国
際
的
な
危
機
に
す
り
替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
挙
国
一
致
」
を
図
っ

た
も
の
と
い
え
る
。
「
国
際
時
事
解
説
欄
」
は
、
記
事
の
量
的
変
化
か
ら

見
る
と
、
太
平
洋
戦
争
以
前
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は

全
記
事
の
二
割
前
後
を
占
め
て
い
た
が
、
一
九
四
〇
年
を
ピ
ー
ク
に
四
一

年
以
降
激
減
し
、
．
四
二
年
か
ら
は
誌
上
に
登
場
し
な
く
な
る
。
こ
れ
は
戦

時
下
に
お
い
て
「
挙
国
一
致
」
体
制
に
な
っ
た
こ
と
が
主
た
る
理
由
で
あ

ウ
た
が
、
「
国
際
時
事
解
説
欄
」
執
筆
当
局
で
あ
っ
た
外
務
省
情
報
部
の

廃
止
も
そ
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
が
ニ
ュ
ー
ス
の
速
報
性
で
あ
る
。
民
間
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
代
表
的

な
週
刊
誌
『
週
刊
朝
日
」
と
の
タ
イ
ム
ニ
フ
グ
を
比
較
す
る
と
、
『
週
報
」

の
方
に
速
報
性
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ニ
ュ
ー
ス
の
速
報
性
が
世
論
指
導

に
欠
か
せ
ぬ
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
原
則
で
あ
る
こ
と
を
当
局
が
よ
く
察
知
し

て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
さ
ら
に
論
調
の
問
題
が
あ
る
。
『
週
報
』
は
国
策
の
方
針
か
ら
外
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
は
、
特
に
日
本
の
対
英
米
論
調
に
お
い
て
民

間
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
セ
ン
セ
ー
シ
目
ナ
リ
．
ス
ム
と
一
線
を
画
し
た
こ
と
に
現

れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
天
津
英
租
界
問
題
や
日
米
通
商
航
海
条
約
廃
棄
に
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際
し
、
『
週
弔
朝
日
』
の
反
英
米
論
調
が
最
高
潮
に
達
し
た
の
に
対
し
て
、

『
週
報
」
は
冷
静
か
つ
客
観
性
を
保
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
四
一
年

十
一
月
、
情
報
局
は
「
対
英
米
問
題
二
関
す
る
世
論
指
導
方
針
」
に
お
い

て
「
対
英
米
国
交
緊
張
二
関
ス
ル
客
鰯
的
事
実
ノ
報
道
ハ
従
来
二
比
シ
抑

制
ヲ
緩
和
ス
」
る
と
決
定
し
た
。
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
『
週
報
』

は
一
挙
に
反
英
米
論
を
展
開
す
る
。

　
以
上
の
諸
点
を
踏
ま
え
て
、
最
後
に
日
本
の
戦
前
に
お
け
る
内
閣
情
報

機
構
お
よ
び
情
報
宣
伝
の
特
色
を
ま
と
め
れ
ぱ
、
以
下
の
三
点
を
指
摘
で

き
る
だ
ろ
う
。
第
一
に
、
内
閣
情
報
機
構
は
、
政
策
立
案
機
能
の
統
一
機

構
と
し
て
は
ほ
ぽ
完
全
に
近
い
組
織
で
あ
っ
た
。
こ
の
最
終
形
態
と
し
て

の
内
閣
情
報
局
に
お
い
て
、
当
初
の
構
想
で
あ
っ
た
積
極
的
お
よ
ぴ
消
極

的
塗
言
論
政
策
が
機
能
的
に
統
合
さ
れ
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
そ
の
一
方
で
、
大
本
営
陸
・
海
軍
報
道
部
に
お
い
て
軍
令
・
作
戦
に

関
す
る
報
道
統
制
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
不
完
全

な
機
構
で
あ
り
続
け
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
最
大
な
原
因
は
統
帥
と
国
務

の
分
離
で
あ
る
。
統
帥
権
独
立
と
い
う
制
度
は
、
言
論
政
策
に
お
い
て
も

軍
部
の
情
報
を
独
立
さ
せ
、
国
務
と
し
て
の
共
有
を
妨
げ
、
内
閣
に
お
い

て
は
軍
部
の
情
報
宣
伝
シ
ス
テ
ム
を
そ
の
組
織
化
構
想
通
り
に
展
開
す
る

こ
と
を
許
す
結
果
に
な
ウ
た
。

　
し
か
し
第
二
に
、
軍
部
の
内
閣
情
報
機
構
へ
の
進
出
は
、
内
閣
で
の
軍

部
の
発
言
権
を
強
化
さ
せ
る
一
方
で
、
情
報
機
構
設
置
に
よ
り
内
閣
の
権

限
を
拡
大
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
各
省
に
分
散
さ
れ
て
い

た
言
論
関
係
事
務
が
内
閣
に
結
集
さ
れ
る
道
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
と
同

時
に
、
内
閣
情
報
機
構
は
言
論
政
策
決
定
権
を
握
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

あ
る
。
明
治
憲
法
下
の
内
閣
は
各
省
を
束
ね
る
力
は
持
た
な
か
っ
た
が
、

軍
部
の
動
き
で
そ
れ
を
可
能
に
す
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
　
　
　
．

　
そ
し
て
第
三
に
、
政
府
・
軍
部
の
力
関
係
の
妥
協
産
物
と
も
い
え
る

『
週
報
』
は
、
時
局
へ
の
対
応
と
い
う
偶
発
的
な
要
因
と
戦
争
遂
行
と
い

う
計
画
的
な
要
因
と
が
混
合
し
た
形
で
、
結
果
的
に
は
、
情
報
宣
伝
軍
o
－

君
的
彗
註
政
策
と
し
て
成
功
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
戦
争
を
遂
行
す

る
当
局
は
、
冷
静
か
つ
計
画
的
に
国
民
を
動
員
し
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
か
っ
た
。
客
観
的
な
状
況
分
析
の
上
に
立
っ
た
効
果
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
と
は
、
そ
の
受
け
手
に
と
っ
て
も
客
観
的
で
否
応
な
い
逼
迫
し
た
状
況

と
感
じ
ら
れ
る
情
報
環
境
を
作
り
上
げ
て
、
国
民
動
員
と
い
う
強
制
施
行

を
自
然
な
形
で
引
き
出
し
う
る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味

で
、
戦
時
期
の
民
間
ジ
十
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
論
調
に
お
い
て
セ
ン
セ
ー
シ
ヨ

ナ
リ
ズ
ム
に
走
ウ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
政
府
の
広
報
誌
『
週
報
』
が
太

平
洋
戦
争
以
前
の
時
期
に
お
い
て
冷
静
で
客
観
的
な
論
調
を
保
う
た
と
い

う
点
は
、
ま
さ
に
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
原
理
を
そ
の
ま
ま
体
現
し
た
と
い
え

る
。
し
か
も
、
当
時
の
政
府
・
軍
部
が
、
国
家
総
動
員
の
要
と
し
て
知
識

人
を
タ
ー
ゲ
ツ
ト
と
し
、
そ
の
嗜
好
を
も
考
慮
し
て
、
『
週
報
』
の
編
集

方
針
を
決
定
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
真
の
意
味
で
用
意
周
到
な
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
だ
う
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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〔
博
士
論
文
審
査
要
旨
〕

「
十
五
年
戦
争
期
」
に
お
け
る
内
閣
情
報
機
構
と

対
内
情
報
宣
伝
政
策

1
　
本
論
の
構
成

論
文
審
査
担
当
者
　
　
山吉田山

田崎本

　宣武
裕義利

本
論
文
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

序
章
　
問
題
意
識
と
研
究
課
題

第
－
部
　
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
形
成
期
に
お
け
る
内
閣
情
報
機
構

　
　
第
一
章
　
前
史

　
　
　
第
－
節
　
各
省
の
情
報
機
構

　
　
　
第
2
節
　
「
情
報
委
員
会
」

　
　
第
二
章
　
内
閣
情
報
委
員
会

　
　
　
第
－
節
　
同
盟
通
信
社
と
内
閣
情
報
委
員
会
の
成
立

　
　
　
第
2
節
　
内
閣
情
報
委
員
会
の
構
成
と
業
務

　
　
第
三
章
　
内
閣
情
報
部

　
　
　
第
－
節
　
内
閣
情
報
都
へ
の
機
構
拡
大

　
　
　
第
2
節
　
構
成
と
業
務

　
　
第
四
章
　
内
閣
情
報
局

補
論
第
－
節
　
情
報
局
の
成
立

第
2
節
　
組
織
と
業
務

　
同
盟
通
信
社
の
監
督
と
協
調

第
n
部
　
対
内
情
報
宣
伝
政
策
と
政
府
の
広
報
誌
『
週
報
』

　
　
第
；
阜
　
対
内
宣
伝
政
策
と
『
週
報
」

　
　
第
二
章
政
府
の
広
報
誌
刊
行

　
　
　
第
－
節
　
背
景

　
　
　
第
2
節
　
国
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
週
報
』
の
発
行

　
　
第
三
章
普
及
と
発
行
部
数

　
　
　
第
－
節
普
及
戦
略

　
　
　
第
2
節
　
発
行
部
数
と
読
者
層

　
　
第
四
章
　
内
容

　
　
　
第
－
節
　
政
策
と
編
集

　
　
　
第
2
節
　
論
調

終
章
　
「
十
五
年
戦
争
期
」
の
言
論
政
策

2
　
本
論
文
の
概
要

　
本
論
文
は
、
内
閣
情
報
機
構
の
形
成
過
程
と
対
内
的
な
情
報
宣
伝
（
ブ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
）
政
策
の
実
行
過
程
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
、
「
十
五
年

戦
争
期
」
に
お
い
て
国
民
世
論
が
ど
の
よ
う
に
誘
導
、
指
導
さ
れ
た
か
を

追
求
し
よ
う
と
す
る
。
従
来
の
こ
の
期
の
言
論
政
策
と
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア

の
関
係
の
研
究
は
、
言
論
立
法
や
治
安
維
持
法
な
ど
に
よ
っ
て
、
政
府
や

軍
部
が
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
統
制
し
た
り
、
弾
圧
し
た
り
す
る
点
に
偏
重

し
て
き
た
。
し
か
し
筆
者
は
言
論
政
策
と
い
っ
て
も
、
積
極
的
な
方
法
と

641



一橋論叢 第114巻第3号 平成7年（1995年）9月号　（154）

消
極
的
な
方
法
が
あ
る
と
す
る
。
前
者
は
政
策
の
決
定
遂
行
者
が
政
策
の

普
及
に
能
動
的
に
参
画
す
る
形
態
、
つ
ま
り
情
報
宣
伝
で
あ
る
。
後
者
は

一
般
的
に
言
論
統
制
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
法
的
規
制
、
検
閲
、
内
面
指

導
、
資
材
統
制
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
の
研
究
の

大
部
分
は
言
論
政
策
の
消
極
的
な
方
法
、
す
な
わ
ち
言
論
統
制
の
問
題
を

対
象
と
し
て
い
た
。

　
し
か
し
「
満
洲
事
変
」
に
は
じ
ま
っ
た
「
十
五
年
戦
争
期
」
で
は
積
極
、

消
極
の
両
面
で
、
政
府
、
軍
部
は
言
論
政
策
を
推
進
し
て
き
た
。
そ
し
て

両
者
を
統
合
す
る
も
の
と
し
て
、
情
報
機
構
が
形
成
さ
れ
、
戦
局
の
拡
大
、

深
刻
化
と
と
も
に
、
そ
の
機
構
も
整
備
、
拡
充
し
て
行
ウ
た
。
こ
う
し
て

筆
者
は
、
情
報
機
構
の
形
成
過
程
、
と
く
に
機
構
の
構
成
員
と
政
策
立
案

者
の
思
考
様
式
、
政
策
施
行
の
方
法
お
よ
び
対
象
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
従
来
の
研
究
の
欠
落
部
分
を
補
う
ば
か
り
で
な
く
、
よ
り
総

合
的
、
有
機
的
に
言
論
政
策
が
解
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。

し
か
も
筆
者
に
い
は
す
れ
ば
、
情
報
機
構
そ
の
も
の
の
実
態
も
、
実
証
的

に
ほ
と
ん
ど
把
握
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
大
き
な
研
究
目
標
を
設
定
し
、
そ
れ
に
向
け
て
遭
進
す
る

筆
者
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
情
報
機
構
の
形
成
過
程
を
ま
ず
捉
え
、

そ
こ
に
お
け
る
情
報
宣
伝
政
策
の
機
構
や
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

限
定
す
る
。
ま
た
情
報
宣
伝
政
策
に
も
、
対
外
的
、
対
内
的
な
両
面
が
あ

る
が
、
本
稿
で
は
対
内
的
な
も
の
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
と
い

、
つ
o

　
当
時
の
情
報
機
構
は
、
対
内
、
対
外
の
惰
報
宣
伝
を
担
当
す
る
国
策
通

信
社
と
し
同
盟
通
信
社
を
一
九
三
五
年
に
設
立
し
た
。
筆
者
は
主
と
し
て

第
－
部
の
補
論
で
同
盟
通
信
社
の
組
織
、
機
能
を
情
報
機
構
の
な
か
に
位

置
づ
け
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
筆
者
が
力
点
を
置
く
の
は
、
第
皿
部
の
全

て
を
費
や
し
た
『
週
報
』
の
分
析
で
あ
る
。
同
誌
は
一
九
三
六
年
に
対
内

的
な
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
。
従
来
、
こ
の
政
府
広
報
誌
に
つ
い

て
も
ほ
と
ん
ど
研
究
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
内
閣
情
報
委
員
会
の
段
階

で
誕
生
し
た
同
誌
が
、
情
報
機
構
の
整
備
、
拡
充
と
と
も
に
対
内
世
論
指

導
に
ど
の
よ
う
に
各
段
階
で
機
能
し
た
か
を
、
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
。

　
第
－
部
は
、
「
十
五
年
戦
争
期
」
に
お
け
る
内
閣
情
報
機
構
の
歴
史
的

変
遷
を
分
析
し
た
諸
論
稿
か
ら
成
っ
て
い
る
。
第
；
阜
は
、
こ
の
問
題
の

前
史
に
あ
た
る
時
期
の
分
析
で
あ
る
。
総
力
戦
と
し
て
の
第
一
次
世
界
大

戦
の
終
結
後
、
日
本
国
内
で
も
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
し
た
情
報
宣
伝

政
策
へ
の
関
心
が
芽
生
え
、
陸
海
軍
省
や
外
務
省
に
各
種
の
情
報
機
関
が

設
置
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
機
関
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
パ
ブ

リ
シ
テ
ィ
”
情
報
提
供
を
中
心
に
し
た
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
利
用
政
策
を
そ

の
目
的
と
し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
積
極
的
な
利
用
に

よ
っ
て
、
国
民
の
同
意
を
調
達
す
る
こ
と
が
国
家
的
な
課
題
と
し
て
認
識

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
最
大
の
契
機
は
満
州
事
変
の
勃
発
だ
っ
た
。
そ
の

結
果
、
一
九
三
二
年
九
月
に
は
各
省
の
申
し
あ
わ
せ
に
よ
っ
て
、
外
務
省

に
情
報
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
軍
部
は
こ
の
設
置
を
主

導
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の
委
員
を
送
り
こ
む
こ
と
に
よ
っ
て
内
部
で
も

大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
情
報
委
員
会
の
情
報

宣
伝
政
策
の
主
眼
は
当
初
は
満
洲
事
変
を
正
当
化
す
る
た
め
の
対
外
宣
伝

に
置
か
れ
て
い
た
が
、
し
だ
い
に
、
国
内
の
世
論
指
導
の
問
題
が
重
視
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
第
二
章
は
、
一
九
三
六
年
七
月
に
官
制
を
も
っ
て
設
置
さ
れ
た
内
閣
情
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報
委
員
会
の
分
析
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
同
委
員
会
は
統
一
し
空
旦
伝
政

策
に
基
づ
い
て
各
省
総
が
か
り
で
情
報
宣
伝
政
策
を
実
施
す
る
た
め
の
連

絡
調
整
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
情
報
機
構
の
整
備

は
大
き
く
進
展
し
た
。
特
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、
そ
の
業
務
の
中
で
陸

海
軍
が
国
内
に
お
け
る
「
啓
発
宣
伝
」
の
業
務
を
担
当
す
る
な
ど
、
重
要

な
位
置
を
占
め
い
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
先
だ
つ
形
で
一

九
三
六
年
一
月
に
は
最
初
の
国
策
通
信
社
と
し
て
同
盟
通
信
社
が
創
設
さ

れ
て
い
る
が
、
従
来
通
信
社
に
対
し
て
強
い
監
督
権
を
持
っ
て
い
た
外
務

省
の
強
い
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
盟
通
信
社
に
対
す
る
助
成
や
監
督

の
機
能
は
最
終
的
に
は
内
閣
情
報
委
員
会
が
直
接
掌
握
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
こ
で
も
外
務
省
の
影
響
力
を
弱
め
よ
う
と
す
る
軍
部
の
狙
い
が
実

現
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
章
は
、
日
中
戦
争
勃
発
後
の
一
九
三
七
年
九
月
に
設
置
さ
れ
た
内

閣
情
報
部
を
分
析
し
た
章
で
あ
る
。
こ
の
内
閣
情
報
部
は
、
従
来
の
内
閣

情
報
委
員
会
が
基
本
的
に
は
関
係
各
省
の
連
絡
・
調
整
機
関
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
「
各
庁
二
属
セ
ザ
ル
情
報
蒐
集
、
報
道
及
啓
発
宣
伝
」
と
い
う

新
た
な
業
務
を
管
掌
す
る
独
立
し
た
情
報
宣
伝
の
実
施
機
関
と
な
っ
た
点

が
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
。
同
時
に
、
陸
海
軍
か
ら
多
数
の
情
報
官
が
派

遭
さ
れ
て
い
る
事
実
が
示
す
よ
う
に
、
情
報
部
の
内
部
に
お
い
て
も
軍
部

は
大
き
な
発
言
権
を
確
保
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
四
章
は
、
一
九
四
〇
年
二
一
月
に
設
置
さ
れ
た
内
閣
情
報
局
の
分
析

に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
情
報
局
設
置
の
最
大
の
意
義
は
、
新
た
に
、

新
闘
・
出
版
な
ど
の
言
論
機
関
に
対
す
る
取
締
り
機
能
、
特
に
検
閲
業
務

の
か
な
り
の
部
分
が
関
係
各
省
か
ら
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宣
伝

と
取
締
り
と
い
う
二
つ
の
機
能
を
一
元
的
に
掌
握
し
た
情
報
機
構
が
成
立

し
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
各
省
の
業
務
が
完
全
に
統
合
で
き
た
訳
で

は
な
か
ウ
た
し
、
特
に
陸
海
軍
は
、
大
本
営
報
道
部
と
い
う
独
自
の
戦
争

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
機
関
を
依
然
と
し
て
保
持
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
報

適
部
も
戦
争
末
期
の
一
九
四
五
年
五
月
に
は
憎
報
局
に
統
合
さ
れ
る
形
を

と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
上
は
、
惰
報
機
構
の
一
元
化
が
ま
が
り
な
り

に
も
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国
務
大
臣
が
情
報
局
総
裁
に
就
任
す

る
と
い
う
措
置
が
と
ら
れ
た
た
め
、
憎
報
局
総
裁
は
閣
議
や
大
本
営
政
府

　
　
　
　
　
’

連
絡
会
議
な
ど
に
も
列
席
す
る
よ
う
に
な
り
、
行
政
府
の
中
に
お
け
る
情

報
機
構
の
地
位
も
格
段
に
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
第
皿
部
の
課
題
は
、
政
府
・
軍
部
に
よ
る
情
報
宣
伝
政
策
の
具
体
的
な

特
徴
を
「
週
報
」
の
分
析
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
お
か
れ
る
。

　
第
一
章
で
は
、
内
閣
情
報
機
構
の
情
報
宣
伝
政
策
の
特
徴
、
内
閣
情
報

機
構
内
で
の
各
省
の
力
関
係
の
変
化
、
『
週
報
』
の
想
定
し
た
読
者
層
の

検
討
な
ど
が
行
わ
れ
、
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
宣
伝

政
策
は
「
十
五
年
戦
争
期
」
全
体
を
通
観
す
る
と
国
内
世
論
旨
導
に
重
点

が
置
か
れ
た
こ
と
、
記
事
の
執
筆
主
体
で
は
次
第
に
軍
部
の
比
重
が
高
ま

り
、
外
務
省
の
執
筆
記
事
は
情
報
局
成
立
後
に
は
み
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
、

さ
ら
に
『
週
報
』
普
及
の
標
的
が
世
論
指
導
層
、
す
な
わ
ち
知
識
人
層
に

お
か
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
世
論
を
誘
導
し
つ
つ
国
民
統
合
を
は
か
ろ
う
と

し
た
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。
と
く
に
筆
者
は
、
『
週
報
』
編
集
方

針
が
次
第
に
精
級
で
計
画
的
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
府
広
報
誌
と
し

て
の
役
割
が
本
格
化
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
『
週
報
』
分
析
の
意
義
を
明

ら
か
に
す
る
。

　
第
二
章
で
は
、
『
週
報
』
の
刊
行
に
い
た
る
背
景
と
創
刊
の
目
的
、
編

集
方
針
、
刊
行
が
民
間
の
出
版
界
に
及
ぼ
し
た
影
響
な
ど
に
つ
い
て
分
析
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が
行
わ
れ
る
。

　
筆
者
に
よ
れ
ぱ
、
溝
州
事
変
の
経
験
か
ら
宣
伝
政
策
の
重
要
性
を
認
識

し
た
政
府
・
軍
部
は
、
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
に
対
し
て
無
関
心
な
い
し
冷

淡
な
態
度
を
示
し
つ
づ
け
た
」
知
識
人
の
「
関
心
を
喚
起
し
、
そ
の
協
力

を
得
る
こ
と
を
企
図
し
た
」
世
論
指
導
に
着
手
し
た
と
す
る
。
ま
た
、

『
週
報
』
創
刊
当
時
は
「
拾
銭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の
売
れ
行
き
が
急
増
し

て
お
り
、
『
週
報
』
の
体
裁
・
内
容
・
価
格
・
販
売
場
所
な
ど
が
こ
れ
と

類
似
す
る
こ
と
、
『
週
報
』
創
刊
の
前
に
政
府
が
「
拾
銭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」

の
調
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
・
か
ら
、
『
週
報
』
の
モ
デ
ル
は
「
拾
銭

パ
ン
フ
レ
ツ
ト
」
で
は
な
い
か
と
推
定
す
る
。
こ
う
し
て
刊
行
さ
れ
た

『
週
報
』
は
政
府
刊
行
物
と
は
一
線
を
画
し
た
「
大
衆
的
な
」
性
格
を
も

っ
た
と
指
摘
す
る
。

　
第
三
章
で
は
、
『
週
報
』
の
普
及
戦
略
、
発
行
部
数
と
読
者
層
の
検
討

が
行
わ
れ
る
。
『
週
報
』
は
創
刊
時
に
は
官
報
付
録
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

が
、
広
告
宣
伝
に
は
カ
が
注
が
れ
、
『
東
京
朝
日
』
『
東
京
日
々
』
『
読
売
』

の
三
紙
の
ほ
か
、
広
告
宣
伝
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
ラ
ヅ
オ
で
も
、
番
組
縄

成
の
「
告
知
」
の
時
間
に
宣
伝
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
ま
た
ポ
ス
タ
ー
も
作

ら
れ
、
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
に
ポ
ス
タ
ー
の
図
案
の
懸
賞
募
集
も
行
わ

れ
た
こ
と
、
販
売
網
に
つ
い
て
も
、
官
報
販
売
所
の
ほ
か
書
店
・
駅
売
店

を
利
用
し
、
創
刊
当
時
は
四
九
箇
所
で
あ
っ
た
官
報
販
売
所
も
『
週
報
』

普
及
の
た
め
に
増
設
さ
れ
、
さ
ら
に
全
国
の
書
店
、
新
聞
販
売
店
、
駅
売

店
も
官
報
販
売
所
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
ウ
て
、
一
九
四
二
年
に

は
官
報
販
売
所
数
は
六
八
〇
五
か
所
に
達
し
た
こ
と
、
販
売
所
数
の
急
増

の
背
景
に
は
「
一
家
庭
に
一
冊
」
を
普
及
目
標
と
す
る
当
局
の
厳
し
い
姿

勢
が
あ
っ
た
と
筆
者
は
指
摘
し
、
購
買
し
な
い
家
庭
や
販
売
に
協
力
し
な

い
業
者
は
「
非
国
民
」
扱
い
を
受
け
る
事
態
も
発
生
し
た
こ
と
な
ど
を
指

摘
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
販
売
戦
略
を
と
っ
た
『
週
報
』
の
発
行
部
数
を
、
筆
者
は

『
内
閣
印
刷
局
年
報
』
や
憎
報
機
構
関
係
者
の
延
言
を
総
合
し
て
、
創
刊

時
一
六
万
部
、
そ
の
後
、
次
第
に
増
加
し
て
一
九
四
一
年
に
は
六
〇
－
八

○
万
部
に
達
し
た
と
推
定
し
、
戦
時
下
の
用
紙
統
制
に
よ
っ
て
民
間
出
版

物
の
発
行
部
数
が
制
限
さ
れ
る
一
方
で
、
『
週
報
』
は
着
実
に
部
数
を
伸

ぱ
し
た
と
結
論
し
、
用
紙
縮
減
の
影
響
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を

指
摘
す
る
。

　
さ
ら
に
読
者
層
に
つ
い
て
は
、
『
週
報
』
は
知
識
人
向
け
の
国
策
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
、
一
般
民
衆
向
け
国
策
雑
誌
は
『
写
真
週
報
』
が
担
ウ
た
が
、

『
週
報
』
の
普
及
方
針
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
編
集
方
針
も
変
わ
り
、
一

九
四
一
年
に
は
想
定
読
者
層
を
い
わ
ゆ
る
「
中
竪
層
」
に
お
く
よ
う
に
な

っ
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
『
週
報
』
の
投
書
欄
な
ど
を
分
析
し
、
読
者

層
が
一
般
民
衆
に
拡
大
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
四
章
で
は
、
『
週
報
』
の
内
容
を
「
政
策
と
編
集
」
、
「
論
調
」
の
二

節
に
わ
け
て
検
討
す
る
。
第
一
節
で
は
、
掲
載
記
事
が
『
週
報
』
の
性
格

に
規
定
さ
れ
て
情
報
機
構
の
政
策
決
定
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
ウ
た
と
し
た

上
で
、
太
平
洋
戦
争
以
前
に
は
高
い
比
重
を
占
め
た
国
際
時
事
解
説
が
一

九
四
二
年
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
点
に
着
目
す
る
。
筆
者
は
こ

れ
を
、
国
民
の
国
際
的
危
機
認
識
を
挺
子
に
「
挙
国
一
致
」
体
制
の
構
築

を
め
ざ
し
た
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
後
は
「
挙

国
一
致
」
体
制
下
で
の
戦
争
動
員
に
力
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で

あ
る
と
し
、
そ
の
よ
う
な
編
集
方
針
が
効
果
を
も
た
ら
し
た
事
例
と
し
て

菊
池
寛
の
言
説
を
取
り
あ
げ
る
。
さ
ら
に
、
『
週
報
』
が
民
間
ジ
ャ
ー
ナ
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リ
ズ
ム
に
劣
ら
な
い
速
報
性
を
も
ウ
て
い
た
点
を
『
週
刊
朝
日
』
と
の
対

比
で
明
ら
か
に
す
る
。

　
第
二
節
で
は
、
『
週
報
』
と
民
間
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
論
調
を
対
比
す

る
。
筆
者
に
よ
る
と
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
を
境
に
『
週
報
』
の
論
調
も
変

化
す
る
が
、
戦
前
に
は
、
特
に
対
英
米
関
係
の
記
事
で
は
『
週
報
」
の
方

が
冷
静
で
抑
制
的
な
論
調
で
あ
っ
た
が
、
戦
争
勃
発
後
に
は
民
間
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
と
区
別
が
つ
か
な
く
な
る
と
し
、
こ
れ
が
情
報
宣
伝
政
策
と
遠

動
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
か
ら
、
『
週
報
』
の
論

調
は
つ
ね
に
「
政
策
と
連
動
し
、
最
後
ま
で
国
策
の
枠
か
ら
外
れ
な
か
づ

た
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。

3
　
本
論
文
の
成
果
と
評
価

　
以
上
、
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
論
文
は
第
－
部
で
情
報
機
構
の
形
成
過

程
を
実
証
的
に
捉
え
、
第
皿
部
で
対
内
的
な
情
報
宣
伝
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

の
『
週
報
』
の
分
析
を
行
ウ
た
。
こ
の
よ
う
な
広
い
視
角
で
、
「
十
五
年

戦
争
期
」
の
言
論
政
策
と
世
論
誘
導
の
関
係
を
追
求
し
た
研
究
が
従
来
な

か
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
そ
し
て
第
一
部
と
第
二
部
を
つ
な
ぐ
媒

介
項
と
し
て
、
同
盟
通
信
社
を
設
定
し
、
そ
の
形
成
を
政
治
史
、
軍
事
史

な
ら
び
に
メ
デ
ィ
ア
史
と
の
関
連
で
把
握
し
て
い
る
意
義
も
見
逃
せ
な
い
。

　
第
－
部
、
第
n
部
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
成
果
を
生
ん
だ
と
評
価
で

き
る
。

　
ま
ず
第
－
部
の
成
果
と
し
て
は
次
の
二
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
に
は
、
憎
報
機
構
の
歴
史
的
変
遷
を
、
当
該
期
の
政
治
・
社
会
情

勢
と
の
関
連
を
重
視
し
な
が
ら
丹
念
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
筆

者
が
い
う
よ
う
に
、
日
本
社
会
で
は
宣
伝
と
い
う
用
語
は
、
も
と
も
と
誇

張
や
虚
偽
の
事
実
と
い
っ
た
否
定
的
イ
メ
ー
ジ
と
わ
か
ち
が
た
く
結
ぴ
つ

い
て
い
た
概
念
だ
う
た
。
そ
れ
が
総
力
戦
体
制
の
構
築
が
国
家
的
課
題
と

な
る
な
か
で
、
国
家
と
し
て
も
宣
伝
を
重
要
な
国
策
業
務
と
し
て
位
置
づ

け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
緒
果
、
情
報
委
員
会
－
内
閣
情
報
委
員
会
－
内

閣
情
報
部
－
内
閣
情
報
局
と
い
う
推
移
を
た
ど
り
な
が
ら
、
情
報
機
構
の

面
で
は
、
そ
の
二
兀
化
が
か
な
り
の
程
度
達
成
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
新

た
に
発
掘
し
た
資
料
に
基
づ
き
な
が
ら
克
明
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
が

こ
の
研
究
の
最
大
の
意
義
だ
ろ
う
。

　
第
二
に
は
、
憎
報
機
構
の
整
備
が
軍
部
主
導
で
行
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

そ
の
内
部
に
多
数
の
現
役
軍
人
が
進
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
軍
部
が
大

き
な
発
言
力
を
確
保
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
筆
者
も
い
う
よ
う
に
、
情
報
局
総
裁
の
座
は
最
後
ま
で
シ
ピ
リ
ア
ン
に

よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
事
実
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
軍
部
の
覇
権
が

完
全
に
確
立
し
て
い
た
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、
宣
伝
政
策
の
主
導
権
は

明
ら
か
に
軍
部
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
研
究
に
よ
っ

て
、
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
第
皿
部
の
達
成
点
と
し
て
最
も
高
く
評
価
で
き
る
点
は
、
こ
れ
ま

で
ほ
と
ん
ど
正
面
か
ら
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
『
週
報
』
に

多
角
的
な
視
点
か
ら
分
析
を
加
え
、
『
週
報
』
の
性
格
を
総
合
的
に
明
ら

か
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
、
①
『
週
報
』
の
普
及
過
程
を
、
当
事

者
の
回
想
な
ど
も
組
み
込
み
な
が
ら
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
②
『
週
報
』

の
読
者
層
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
③
『
週
報
』
を
『
週
刊
朝

日
』
と
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
週
報
』
の
位
置
と
性
格
を
特
徴
づ

け
た
こ
と
な
ど
は
、
『
週
報
』
研
究
の
先
駆
的
分
析
と
し
て
評
価
に
値
す

る
。
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た
だ
若
干
の
闇
題
点
も
指
摘
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
第
－
部
で
　
情

報
機
構
の
機
能
面
の
分
析
が
薄
い
た
め
、
第
－
部
と
第
皿
部
の
有
機
的
な

つ
な
が
り
が
今
一
つ
は
っ
き
り
浮
き
彫
り
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
情
報

機
構
が
な
ぜ
『
週
報
』
の
よ
う
な
広
報
誌
を
必
要
と
し
た
か
を
、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
史
の
長
い
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
な
か
で
検
討
す
る
作
業
も
欲

し
か
っ
た
。

　
第
－
部
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
軍
部
の
動
向
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
こ
と
の

結
果
と
し
て
、
軍
部
以
外
の
他
の
官
僚
機
構
、
た
と
え
ぱ
、
外
務
省
が
ど

の
よ
う
な
意
図
と
構
想
を
も
っ
て
、
惰
報
機
構
の
整
備
に
関
与
し
た
の
か

と
い
う
点
は
不
明
確
で
あ
る
。
ま
た
、
軍
部
の
戦
争
ブ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
が
内

閣
情
報
局
の
設
置
や
そ
の
権
限
の
強
化
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
変
容
を

と
げ
た
の
か
と
い
う
点
の
分
析
が
欠
落
し
て
お
り
、
問
題
の
制
度
史
的
分

析
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
は
否
め
な
い
。

　
さ
ら
に
第
皿
章
に
つ
い
て
い
え
ぱ
、
『
週
報
』
に
多
角
的
な
視
点
か
ら

分
析
を
加
え
、
そ
の
性
格
を
総
合
的
に
明
ら
か
に
し
た
努
力
は
十
分
評
価

に
値
す
る
が
、
戦
争
の
進
展
に
と
も
な
う
『
週
報
』
の
性
格
や
位
置
づ
け

の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
時
期
区
分
が
欲
し
か
っ
た
。
ま
た
こ
れ
ま
で
『
週

報
」
が
ほ
と
ん
ど
正
面
か
ら
取
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
理
由
の

ひ
と
つ
は
、
『
週
報
』
が
そ
れ
ほ
ど
読
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
に

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
筆
者
の
積
極
的
な
議
論
の
構
築
が
欲
し
か
っ

た
。

結
論

　
こ
う
し
た
問
題
点
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の
こ
と
は
本
論
文
の
有
す
る
学

術
的
評
価
を
損
な
う
も
の
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史
研
究
に
対
す

る
本
論
文
の
貢
献
は
大
き
い
。
そ
れ
故
、
一
橋
大
学
博
士
（
社
会
学
）
の

学
位
を
授
与
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
業
績
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
審
査
員
全

員
の
一
致
し
た
所
見
で
あ
る
。

　
　
平
成
七
年
五
月
十
七
日
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